
before after

物流ターミナルができて
グローバル企業が地元で更なる発展！

平成20年水深12m岸壁
供用開始

国際物流ターミナル
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金沢港の発展

供用開始以降
約３倍に増加

H20．11
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○現在金沢工場で生産された製品の約9割は
金沢港から出荷

金沢港の国際物流ターミナルの整備によ
り、コマツが地元で更なる発展

岸壁が大型化(10m→12m暫定供用)。
高付加価値製品の輸出により貿易額が
約3倍に増加

企業と地域との共生

小松市(小松工場跡地)で小学生向けの理科・ものづくり
教室などを実施

金沢港 貿易額推移

国土交通省総合政策局事業総括調整官室・大臣官房公共事業調査室（H27.7）

出典：財務省「貿易統計」


